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毒素原性大腸菌に関する研究  
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はじめに  

著者らは，毒素原性大腸菌による下痢症の実態を解明  

することを目的に疫学調奄を行っており，今迄に海外旅  

行下痢症者の約3（）％から毒素煉性大腸菌が検出されるこ  

とを報告している1）。この毒素慣性大腸菌は国内で，集川  

魚中毒あるいは散発下痢症の原牒憫として分離されてい  

る2トり 。しかし，それが従来国内に存在していたものなの  

か，あるし、は新たに海外から持ち込まれたものなのかに  

ついて未検討な点が多〈残されている。今回，田内にお  

ける毒素原性大腸菌の分布を調べるため，特完地域の就  

学前幼児を対象としふん便検査を行ったので，その結果  

を報告する。  

対象及び方法  

1980年2月に，千菓り．ミの準農村地帯の就学前幼児（3  

オ6オ）1069名を対象とし検査を行った。便は，DHL  

寒大培地上で希釈培養し，得たコロニーをBTB培地に  

一代継代後生化学的性状を調べた。LT（易熱性毒素）はマ  

ウスY1細胞を用いSackらの方法5）で検査し，ST（耐  

熱性毒素）は乳飲みマウスを刷いDeanらの方法5）で検出  

した。血清学的検査は，乱立街生研究所に依和した。  

結 果  

ふん便検査を行った幼児1069名のうち，739名から大腸  

菌を分触した。この739株の大腸菌について，LT及びST  

産生試験を行ったところ3株（0．4％）がエンテロトキシ  

ンを産生した。毒素型の内訳は，LT単独産生休2株，ST  

単独産生株1株であった。ニれら毒素産生休の血清聖は，  

LT産生株は018：H6及び0しT：H3であ（），ST産生  

株は027：H19であった（表1）。  

去1．健康′卜化から分離された  

毒素原性大陽菌の血清型  

菌株番号  毒 素 型  血 清 型  四  （LT）  018：H6  118  （LT）  0しT＊：H3  119  （ST）  027：H19  

■■  

＊UT：同志できず  

傾検査と同時に実施した検査対象者へのアンケート調  

杏によれば，ST陽性者は使検査の2週間前に下痢をお  

こしたものの，検査時は健康であった。LT陽件者2≠1  

は，検査時及ひそれ以前2ヵ月閏下痢を訴えていなかっ  

た。又，これら3名及びその家族で，検査所2ヵ月問淘  

外旅行をした者はいなかった。  

考 察  

毒素原性大腸菌による下痢症は，亜熱帯地ノノの風土病  

的性格をもっており，東南アジアなど開発途上凹で′ト県  

下渕症の毛要な原医である78）。この毒素原性大腸菌は栽   
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が凹を含む先進国において，もっぱら旅行者下痢症の主  

な起因菌として注目されている4）・9）・1D）。一方田内では，少  

数例ではあるが食中毒や散発下痢症の原因菌としてF」志  

され，この菌の実態を詳しく調べることは公衆衛生上重  

要な課題となっている。しかしこの毒素の検出は，現在  

のところ特殊な器材を必要とし一般的ではないので，広  

域にわたる調査が行われていず，正確む状況は捉えられ  

ていない。  

1976年明間らは，健康人100名から得た大腸菌1000株に  

ついてLT産生性を調べ，その結果．LT産生大腸菌は検  

出されなかったことから，この偶の健康保菌者は少いこ  

とを報告している‖）。今回，筆者らが行った調査では，739  

名のうち3名（0．4％）から毒素原惟大腸菌を分離した。  

この伯を保菌率と考えると，健康小児の毒素原性大腸菌  

保菌率は0．4％であるといえる。   

同じ対象について行ったサルモネラの保菌調査で，筆  

者らは1069名のうち2名（0．18％）からサルモネラ菌を  

検出している（未発表データ）。ニの値は，小野川らによ  

るJム範囲な調査報告12）とよく一致することから，今回  

の調査対象は，特殊な集団ではないと考えられる。   

更に，3名の毒素原性大腸菌陽性者は，海外旅行者と  

の接触が全くないので，海外由来株による二次汚染の吋  

能性はないことが推測された。  

まとめ  

1）健康小児の0．4％から毒素仮性大腸菌を検出した。  

2）毒素原性大腸菌陽件老は，海外由来株による二次汚  

染は受けていないと思われる。  
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